
10ミリメートルヒート焼き焼きスーパーホワイトガラス+ 1.52ミリメートル+ 10ミリメートル浸漬スーパーホワイトガラス

ガラス熱処理の内容完全焼戻しガラス、熱強化ガラス、熱浸漬試験ガラス（HST）。

深センSun Global Glass工場は潜在的な自発的破損につながる可能性のある潜在的な望ましくない硫化ニッケル含有物のために特大のジャンボ建築ガラスの熱浸漬試験を実施することが
できる。彼らは、より多くの公共建設ビル、ショッピングモール、空港、病院、学校などに適用されている

私たちが知っているように、 硬化ガラス 熱浸透試験は、強化ガラス（完全強化ガラス）の自発的な爆発を減少させるための最良の解決策である。 

以下のような熱浸透ガラスの主な手順： 

1.加熱段階は3時間持続する必要があり、温度は290℃です。 

一定温度での加熱、高温の影響下での硫化ニッケル（SiN）粒子体積の上昇、内部応力の影響下での窓ガラスの破壊。 

3.冷却段階の後、熱浸漬試験炉からガラスを取り出し、完璧に検査されたガラスパネルを持つことができます。

https://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/Tempered-glass.htm


このセクションでは、21.52mmのヒート・ソーキング・ロー・アイアン・テンパー・ラミネート・ガラスで、熱浸透テストされた2層の10mmウルトラ・クリア・テンパー・グラス
が、1.52mmの層間フィルムで結合されています。 1.52mmの中間膜は、1.52mmのPVBフィルム、1.52mmのSGPフィルム、または1.52mmのEVAフィル
ムなどとすることができる。

仕様：

1.ガラス名：21.52mm HST強化ラテックスガラス

2.グラスコンビネーション：2 * 10mmの熱に浸した超透明ガラス



3.インターレイヤーフィルム：1.52mm PVBフィルム、1.52mm SGPフィルム、1.52mm EVAフィルムなど

4.ガラスのサイズ：任意のサイズ、ジャンボ以上のサイズのガラス面

5.ガラスの形状：フラット&湾曲した形状が利用可能である。

6.その他のガラス基板オプション：熱浸漬 10mm透明の強化ガラス;熱浸漬試験10mm着色ガラス、熱浸漬10mmシルクスクリーンガラス、HST 10mm反射ガラス、熱浸漬
試験焼戻し10mm Low E ガラスなど

特徴：

1.熱浸漬処理により、ニックル硫化物によって引き起こされる強化ガラスの自然破壊の発生が減少する。

2.21.52mmの熱浸漬焼き入れされた超透明ガラスが上端の防犯ガラスにランク付けされ、破損が起こると、その破片は中間膜によって付着する。

私たちがあなたにできる処理サービスの数が増えれば、

1.穴あけ

2.切り欠き

特別なパターンデザイン、またはシルクスクリーンのボーダーのシルクスクリーン

4.特殊な設計によるエッチング

5.研磨されたエッジ、斜めのエッジなど

6.図面ごとにすべての注文サイズまたは形状。

10.10.4熱浸透試験で強化されたスーパーホワイトグラスの場合、次のアプリケーションを考慮する必要があります。

1.ガラス構造の欄干。

2.ガラスのインフィル欄干 - 落下が問題の場合。

3.オーバーヘッドグラスグラス。

4.ガラススパンドレル - 熱を強化しない場合。

5.スパイダーまたは他の継手を備えた構造用グレージング。

6.Commercial外装フレームレスガラスドア、ガラスのフロントドア

製造：

http://www.sggglassmanufacturer.com/jp/products/10MM-Heat-Soak-Toughened-Glass-panels-10MM-Heat-Soaked-Tempered-Safety-Glass-10mm-Heat-Soaked-Temper.html#.WpbRAOhuYdU
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